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公益財団法人秋田県学校給食会 

和菓子シェーク 羽後高生 商品開発  

地元３事業者と連携  うどんエキスポ、学校祭で販売 

羽後町の羽後高校デジタルビジネス探究コースの 3 年

生 15 人が、町内事業者と連携し和菓子やシェークなど 4

種類の商品を開発した。３、４日に湯沢市で開かれる「全国

まるごとうどんＥＸＰＯ（エキスポ）２０２６」や 10 日の学校

祭でも販売する。 

生徒の学びを地域住民に知ってもらおうと、商業科目担

当の佐藤悠也教諭が発案。町商工会に相談し、和菓子店「万

寿堂」、イチゴ栽培を手がける「こまち野」、洋菓子店「ラグドール」の町内３事業者と連携した。 

共に開発したのは、▷万寿堂＝秋田犬をモチーフとした練り切り（1 個 400 円）、白あんとイチゴの

どらやき（1 個３００円） ▷こまち野＝イチゴのシェーク（３５０ミリリットル 500 円） ▷ラグドール＝イ

チゴのパイ（1 個 300 円）—の各商品。６、8 月に高校の調理室で試作会を行い、幅広い年代の客層

を想定したり、食べながら散策できるよう手軽さを重視したりして作った。 

シェークの開発を担当した大澤蒼空さんは「いろんな人の考えを反映させなければいけない難し

さがあったが、チームとして協力することの大切さを学べた。シェークには冷凍イチゴにヨーグルトと

砂糖を加えており、飲みやすいと思う。多くの人に手に取ってもらいたい」と話した。 

うどんエキスポでは、シェークを除く 3 種類を販売す

る。10 日は学校祭、11 月 14 日には横手市のふるさと

村で開催される若者チャレンジ文化祭に出店するほか、

11 月 15 日は羽後町西馬音内のレンタルスペース「ＵＧ

Ｏ ＨＵＢ（ウゴハブ）」で高校生カフェを開く。 

（板橋美羽）  

（令和８年１０月２日(金)秋田魁新聞より一部抜粋) 

 


